
                                  【別 紙】 

新型コロナに係る学生への食料支援事業について（報告） 

 

１．目的 

新型コロナウイルス第 3波に係る感染拡大の影響で実家からの仕送り、アルバイトの 

激減などにより困窮する学生の食料を支援するため、教職員を始め、近隣の企業等から 

食料品の提供を受け、学生に食料支援を行う。 

 

２．経緯 

   12月中旬：新型コロナウイルス第 3波における学内調査 

   1月 4日：学副懇談会で食料支援を決定 

1月 5日：教職員、近隣企業、JA、ロータリークラブ等に食料支援に係る広報開始 

   1月 7日～22日：食料支援の受入れ 

  

３．受入れ食品 

  ・米 7ｔ：2kgで 3,500人分 

・レトルトご飯：4,000個 

・カップラーメン：24,000個 

・パスタ：1,000食 

・レトルトカレー：2,000個 

・ビックチョコ：16,000本 

・缶詰：2,300個 

・飲料：11,000本 

・キャべツ：540個 

・白菜：550個 

・玉子 1,200パック 

その他：お菓子、シリアル、調味料等多数 

 

４．配付日時・場所 

  1月 22日（金）10時～16時（食料がなくなり次第終了） 

グローバルヴィレッジ(大和リースコミュニティーステーション)、平砂共用棟(食堂) 

   ＊感染対策実施（検温、消毒、手袋等） 

＊本人確認（ＱＲコードで読込み学籍番号入力） 

 

５．配付数 

   約 3,000人 

 

６．担当部局 

   学生部、事業開発推進室が支援室、T-PIRC、学生ボランティア等の協力を得て実施                      

 



 

 

 



 

 


